
奈良国立文化財研究所要項

Ｉ事業概要

１研究普及事業
公開講演会

( 1 ) 1 9 7 8年５月2 0日第4 3回公開講演会
「大官大寺について」甲斐忠彦
「近年の民家調査とその成果について」

吉田靖
( 2 ) 1 9 7 8年11月11日第44同公開講演会
「平城宮朝堂の諸問題」今泉隆雄
「古代国庁の構造について」菅原正明

現地説明会

( 1 ) 1 9 7 8 年５月1 3 日山、寺発掘調査現地説明会
上野邦．

( 2 ) 1 9 7 8 年６月2 4日平城宮第２次朝堂院束第２
堂発掘調査現地説明会巽淳一郎
( 3 ) 1 9 7 8 年９月3 0 日平城宮束院園池北方発掘調

査現地説明会中村友博
( 4 ) 1 9 7 8年1 0月2 8 1Ｊ大官大寺堵回廊発掘調査現
地説明会松村恵司

藤原宮第2 4 次発掘調査現地

2 1 9 7 8 年度文部省科学研究費補助金による研究

説明会西、が生

( 5 ) 1 9 7 8年1 2月1 6 1 1平城宮第２次大城殿発掘調
査現地説明会井上和人

( 6 1 1 9 7 9年１月3 0日～3 1 1］「石のカラト」古城
発掘調査現地説明会金子裕之・立木，修
( 7 ) 1 9 7 9 年３月1 6 1 ］飛鳥寺発掘調査現地説明会

山崎信二
( 8 ) 1 9 7 9年３月1 7 1 : Ｉ「石のカラト」古城発掘調
査現地説明会金子裕之
平城宮跡資料館・覆屋公開
( 1 ) 春季特別公開1978年４H291 - l ～５月７１」

見学者８，１１９名

秋季特別公開1978年l 0U21 I 1～１１月５「ｌ
見学者12 , 8 9 8名

1 2 ）見学者数

I Ｘ分 資料館

1978年 49, 729

累計 2８６．１８１

擾膿

52, 328

581, 298

営Ｌ
ｍｌ

102, 057

867, 479

＊資料館は1 9 7 0年腿・樋陰は1 9 6 8年度以降

菰別 研究課題 緋 ' 先代災粁 交付額

特定研究〈 1 ）
〃

〃

〃

〃

一・般研究（A ）
一般研光⑧
一般研究に）

〃

〃

〃

- ．般研究（､ ）
〃

〃

奨励リト究（A ）
〃

〃

〃

〃

遺椛の埋戯環境と劣化現象ならびに保存処理にUMする研究
４１j : 典測峨による建造物の経年変化の研究
地下辿椛の探j f 法の開発
遺跡に関する↑ I l i 雑の活川システムの雄礎的研究
: Y i 器製作に関する科‘ , ) 4的分肝渋の研究
剛杵購雌仏の復工的朕究
三F 允縦造の変避に関する洲i f 研究
わがl Kl 1 i ｢代における雌蕊物造燃供従の苫- 11 i 学的脈先
弥′ k 時代の地域性に関する研究
蝿i Ⅱ浦化ﾄ ﾘ j 時代峨猫の椛造的研究
飛鳥時代ｲ f 進物の研究

束ﾉ<J I F文･' ' 1: のﾉＩ雛的研究…とくに起‘ ; ! ' j 文を' ' ' 心として
供献形態- 1器の研究（弥' ｋ・・! i i 戦時化をI l I 心として）
' i I I 14、Ｗｌ鮮U) 岬と11本の蝿の比核研究
金銅冠の系譜的研光
金銅技術の研究
一古戦時代における技術の系譜関係をi l l 心に一

製蛎土器からみた塊の澗災と流迦に関する研究
滑付の発峻過羅の研究
雛i 1 l : 土器の記似内器にみる出上遺跡の性縦の分脈

－６５－
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奈良国立文化財･ 研究所年報

３飛鳥資料館の運営

展示

第一展示室常設展示

第二展示室特別陳列「明日香の仏像」
（1978. 4. 18～1978. 5. 26）

特別展示「古代の誕生仏」

（1978. 9. 28～1978. 11. 19）

普及

前年同様インフォメーションルームで観覧者の

質問に応じている。また特別展示のカタログとし

て「明日香の仏像」および「古代の誕生仏」を刊

行。

入館者数（19 7 8 . 4 . 1～1 9 7 9 . 3 . 3 1開館日数30 3日）

普通観覧 団体競覧 尚. 料計 無料 合計

- 一般 4４，１２２ 22, 420

商・火 1３，４２８ 2９，４５６ 155, 471 6, 566 162, 037

小・中 8, 538 37, 507

計． 66, 088 89, 383

模造製作銅造薬師如来像（頭部）（竜角寺) ，

如意輪観音半別1 像（岡寺) ，銅造誕生釈迦仏立像

( 城陽市) ，重要文化財･ 高松塚古墳出土品一括の

うち海獣葡萄鏡１而他九点，高松塚古墳出土品

漆塗木棺断修理，重要文化財高松塚古戦水傭破
片修理，平城京左京三条二坊進物復原模型製作，
平城宮朱雀門模型修理，坂田寺軒丸瓦粁平瓦複製
４埋蔵文化財センターの研修・指導

研修埋蔵文化財の保護に資することを目的

として，おもに地方公共団体の埋蔵文化財･ 保謹行

政担当者を対象に次の研修を実施した。

（１）昭和5 3 年度埋蔵文化財発掘技術者専門瞬修

（遺跡調査課程）

1 9 7 8年５月８１１～５月2 7日（参加者１８名）

( 2 ) 昭和5 3 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修
（遺物整理課程）

1 9 7 8 年６月1 5日～６月3 0日（参加者1 0名）

( 3 ) 昭和5 3 年度埋蔵文化財発掘技術者特別研修

（第１回特殊調査技術課程）

1 9 7 8年７月１７ｐ～７月１９日（参加者1 7名）

( 4 ) 昭和5 3 年度埋蔵文化財発掘技術者一般研修

1 9 7 8年７月2 4日～８月2 6日（参加者1 8名）
( 5 ) 昭和5 3 年度埋蔵文化財･ 発掘技術者専門研修

（遺跡測量課程）

1 9 7 8 年９月1 8日～1 0月2 8日（参加者８名）

( 6 ) 昭和5 3 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（遺物保存科学課程）

1978年11月８日～１１月22FＩ（参加者８名）

( 7 ) 昭和5 3 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（自然遺物課程）

1978年12月６日～12月１６日（参加者１２名）

( 8 ) 昭和5 3 年度埋蔵文化財発掘技術者導門研修

（遺跡保存整備課程）

1 9 7 9年１月2 2日～１月3 1日（参加者1 6名）

( 9 ) 昭和5 3 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修
（調査計画課程）
1 9 7 9 年３月１日～３月1 0 日（参加者１９名）

( 1 0）研修員受入

ア，松鹿昭二（名張高等学校教諭）

田村輝之（上野市立丸山中学校教諭）

1 9 7 8年７月３１１～９月28日

イ，Gi n a L e e B a r n e s （米国ミシガン大学民

族学部考古学科博士課程学生）

1 9 7 8年９月１日～１２月3 1ロ

ウ，趨由典（韓国文化財研究所学芸研究官）
1978年12月26Ｈ～1979年４月25日

調査整備等指導

（本文及び研究梨報掲載の分を除く）

（北海道）開陽丸埋没遺跡，キウス環状土雛群，

（岩手）葱内遺跡，（福島）避日寺跡石塔，（栃
木）下野国府跡，（東京）八王子市瓦寵跡，（新

潟）越後国分寺跡，県内弥生時代遺跡，（福井）

岡津塩汲場製塩遺跡，（長野）松本城二の丸跡，

弘法山古墳，座光寺バイパス関係遺跡，（岐阜）

江馬館跡，美濃須衛窯跡，老洞窯跡，美濃国分寺

跡，（愛知）大山廃寺，瓜郷遺跡，篭池古窯跡群，

尾張国簡跡，（三重）北堀池遺跡，（京都）森本
遺跡，（和歌山）根来寺庭園群，紀伊国分寺跡，

( 兵庫）千本屋廃寺跡，大路焼窯，福本遺跡瓦窯，

（烏取）上原遺跡，（島根）富出川河床遺跡，（岡

山）寒風古窯跡群，美作国分寺跡，鬼城，（山
口）長門国府周辺遺跡，周防国府跡，（香川）県

道高松・長尾・大内線建設関係遺跡，（愛媛）長
隆寺跡，永納山古代山城跡，来住廃寺跡，〔福岡〕
太宰府町水城跡，（佐賀）大和中納言陣跡，丸山
古壌群，（沖縄）ナガラ原貝塚，具志川烏遺跡，

－６６－



奈良同立文化財･ 研究所要項

座喜味城跡，仲泊遺跡

埋蔵文化財ニュース刊行

第1 4 号市町村教育委員会による埋蔵文化財関係
調査報告番等の刊行1 9 7 8 年７月2 0 日刊

第1 5 号昭和5 2 年度緊急調査鞭業種別費用
1978年１０月１日刊

第1 6 号遺物・遺椛の取りあげ工法
1978年11月１０日刊

第1 7 号発掘調査と安全対策1 9 7 9 年１月１５１１N

第１８号古代地方富簡遺跡関係文献口録「総論・
東I ｣ 本筋1 9 7 9 年２月2 8 1 1刊

第１９号古代地方官荷遺跡関係文献日録Ⅱ岡l 本
筋197 9年３月311 F |刊

５その他

委員会等

第５回飛鳥盗料館運営協議会

1 9 7 8 年５月１６１１於飛烏資料館

平城・飛鳥藤原宮跡調査整備指導委員会

1 9 7 8年５月2 2 1 1 . 2 3 Ｆ１於平城寓跡資料館

集落町並保存対策に関する研究集会

1 9 7 9 年１月2 9 1 1 . 3 0 Ｒ於平城宮跡資料館

平城・飛鳥藤原宮跡調査整備指導委員会

1 9 7 9 年２月７１１於平城宮跡黄料館

外国出張

佐原真紳I K I ユネスコ1 1 1 内委員会主催の純I R l

青銅器文化の研究討議に出席及び視察のため大郷

民国に派造。

19 7 8年５H2 2 I l ～同年５月28Ⅱ

工楽鱒通文部満在外研究員として北欧におけ
る1 1 『銅器文化の比' 閥Ｊ卜究のためスウェーデン・ド

イツ連邦共和1 1 4 ．連合王国・フランスに派造。

1978年８月１９１１～同年１０月１９Ｈ

安原啓示中央アジアの考古学的調査のためア

フガニスタン・ハキスタン・インドに派造。

1978年８月2011~同年l Oj j 301I

沢田正昭文化財･ 保存修復国際研究会議第７I 【' １

世界大会出席一西ドイツ国立プロイセン博物館群

ラトゲン研究所及びローマン・ゲルマン中央博物

館訪問一国際博物館保存会議第５同大会出席のた

め連合王刷・ドイツ連邦共和岡・ユーゴスラビア

に派遣。

1 9 7 8年９月151 1～同年１０月l OH

上野邦一ローマ文化財修復国際センターI こお
ける史的記念物の保存に関する研修コース参加の

ためイタリアに派造。

1978年11月251. 1～1979年７月２Ｈ

ｎｌ中義恭「｢ 1 本/ k 彫展」出品物展示のためド

イツ連邦共和国・スイスに派遣。

1978年12月１２日～1979年３月３１１１

協力事業等

文化庁では1 9 7 1 年度から特別史跡藤原宮跡の匡

ｲ ] ､ 化を進めており，1 9 7 2 年度から当研究所が文化

庁から支出委任を受けて買収覗務を担当している
が，1 9 7 8 年度の状況は下記の通り

Ｘ分 面俄 職入額

1 9 7 8 年 ３１，６６５．５２ｍ』 543, 949, 96611」

I剛j 地合‘ i 1． 179, 706. 05 2, 857, 271, 206

Ⅱ図書及び資料

図, I ド46, 250冊

Ⅸ分

1978m

梁刷

服別

和枇１１

緋，Ｉ

和枇１１

灘１１

眺人

9 3 6

9 3 6

25, 561

3, 409

寄蛎

2, 622

2７

1６，８９１

389

‘ ' j : 1, 14179, 076点〈1978f l 竣求現佃

Ⅲ研究成果刊行物

1 9 7 8 年度刊行物

橘称

'､没擬鋪35111）研究諭喋Ｖ

学報輔3 6 冊､ F 城腐惟備調蔽淵併Ｉ

史料第1 4 1 1 ルｉＩ水災術院彫刻等修蝿記録Ｖ

史料第1 5 冊東大＃文, I F 目録第１巻
岡録第４冊１１本, I ｢ 代の蝋誌銘丈細

l X l 録第5111｝：I i 代の誕ﾉｋ仏
j ,喋準
資料節6 1 1 1 ｝凡細６

慨擬他｜| ( { 和5 2 年度､ ド城宮允伽淵f f 概擬

平城腐発掘洲f ' f 出上水簡慨報( 1 2リ

鰯31111木簡研究蛎灸‘ ; L l 録

飛鳥・I 膜l i 1 樹発掘凋従慨淵８

藤1 1撫; 州唯木簡慨州くり

飛鳥細年史料蝶稿( ' ' ' １）

〃（ j i ）

フイルムリストⅡ

↓汁

3, 558

9 6 3

4２，４５２

3, 798

－６７－



（増員内訳）埋蔵文化財センター１
（減員内訳）庶務部１

Ｖ予算（1 9 7 8 年度）

前年度までの刊行物

奈良国立文化財･ 研究所学報

奈良国立文化財研究所年報

1 1 本災術院彫刻等修理記録1

1 1 本美術院彫刻等修理記録Ⅱ
１１本美術院彫刻群修理記録Ⅲ
藤原嵩木簡Ｉ図版・解説
' 1 本美術院彫刻媒修理記録Ⅳ

第９冊

第10冊
第11111｝

輔12冊
節1 3 冊

1975

1976

1 9 7 7

奈良国立文化財･ 研究所史料

奈良阿立文化財･ 研究所基準資料

1 9 7 4 1 第８Ｎｉ平城寓木簡２図版・解説

飛鳥資料館図録

1 9 7 0 1 節７冊唐捌提孝史料１

Ⅳ機構・定員

機構の改正

1 9 7 8 年４月５日省令改正に伴い埋蔵文化財セン

ターに情報資料室新設
定員

1 9 6 9 1 第５冊平城寓木簡１解説（別冊）

１

１

－６８－

1 9 5 4 第１冊南無阿弥陀仏作韓災（複製）
1 9 5 5 第２冊西大辱叡尊伝記集成
1 9 6 3 第３冊仁和稚史料寺誌編1
1 9 6 4 第４冊俊乗坊蝦源史料災成
1 9 6 6 第５冊平城宮木簡１図版
1 9 6 7 第６冊仁和が史料寺誌編2
1 9 6 9 第５冊平城寓木簡１解説（別冊）
1 9 7 0 第７冊唐招提寺史料1
1 9 7 4 第8 1 1 1 ケ平城寓木簡２図版・解説

1 9 6 6 1 第５冊平城宮木簡１図版

1 9 6 7 1 第６冊仁和捗史料寺誌編２

1 9 5 4 1 第１冊南無阿弥陀仏作鋒災（複製）

1 9 5 5 1 第２冊西大羅叙尊低記渠成

1 9 6 3 1 第３冊仁和. 齢史料寺誌編１

1 9 6 4 1 第４冊俊乗坊埴源史料災成

1977年度

1978年度

指定職 行政一

2３

２３

行政二

７
６

研究職

6８

６９

計

9９

９９

年度

1976

1977

塩称

第１冊飛鳥白鳳の在銘金銅仏

第２冊飛鳥白鳳の在銘金銅仏
第３冊１１本, I ｢ 代の堆誌

銘文篇

年度

1973

1974

1775

1976

名称

第１冊凡編１解説
第２冊瓦編２解説
卵３冊瓦編３
節４冊瓦編４
第５冊瓦編５

年度

1954

9５

９５

９５

195 8

1959

1960

1961

1962

1963

1965

1967

1969

1971

1973

1974

1975

1976

9７

名称

第１冊仏師迎慶の研究

第２冊修学院離宮の復原的研究
第３冊文化史論磯

第４冊奈良時代僧腸の研究
第５冊飛鳥寺発掘調従報告
第６冊中世庭鯛文化史
第７冊興細寺食堂発掘淵究報悩

第８冊文化史論叢1 １

第９冊川原齢発掘調査報杵
第1 0 冊平城宮跡・伝飛鳥板緩宮跡発掘調戒報約
第1 1 冊院家建築の研究
第1 2 冊巧賑安阿弥陀仏快慶
第1 3 冊寝殿造系庭剛の立地的考察

第1 4 冊レースと金旭舎利黙に関する研究
第1 5 冊平城宮発掘調恋報告１１↑ 『衝地域の調変

第1 6 冊平城樫発掘淵企報鮮Ⅲ内典地域の調査
第1 7 冊平城宮発掘‘ 淵代報( Ｗ官術地域の調森

第1 8 冊小堀遠州の作躯

第1 9 冊藤原氏の氏がとその院家

第2 0 冊溌物製の成立
第2 1 冊研究諭渠’

第2 2 冊研究論集I Ｉ
第2 3 冊平城寓発掘淵侭報( I f Ⅵ平城京左京一条

三坊の調盃

第2 4Ⅲｉ岡山・・町l l l i 淵流報ｉｉｆ－‐

第2 5 冊平城京左京電条二坊
第2 6 冊平城宮発掘淵査犠杵Ⅶ

第2 7 冊飛鳥・藤原宮発掘洲盃拙I f l

第2 8 冊研究論集Ⅲ
第2 9 冊木韓奈良井一町並淵謙溌告一
第3 0 冊五条－－町､ 1 1 t 淵代の記録一
節3 1 冊飛島・藤原憐発掘洲稀綴( I f l I

第3 2 冊研究諭災Ⅳ
第3 3 冊イタリア中部の- 1 1 1 脇渠落における

民家洲森機１１ｉ

第3 4 冊平城禰発掘, 淵汽綴杵Ⅸ

歳剛

人件費
逆営費

事業椅理

一殻研究
特別研究
発掘渦悲
宮跡整備管理
飛鳥資料館逆営
埋蔵文化財センター巡営

施 ‘ 没蛮
施設雛術費
平城宮跡地等桜州費
各所修繕

不動産購入黄

1, 624, 527, 000円

358, 357, 000

522, 264, 000
9, 869, 000

48, 993, 000

2, 144, 000
326, 115, 000

42, 420, 000
45, 110, 000
47, 613, 000

743, 906, 000
93, 469, 000

108, 660, 000
3, 548, 000

538, 229, 000

年度 名 称



Ⅵ施設

土地3 2 , 3 1 1 ㎡（当所所管）

祥日野5 , 1 2 6 ㎡旧病院跡購入8 , 8 6 0 ㎡
飛烏資料館1 6 , 9 0 2 ㎡飛, 贈資料館宿舎1 , 3 4 3 ㎡
郡1 1 1 宿舎８０㎡

1, 153, 365, 53㎡（文化庁所管）
平城宮跡地区9 7 2 , 7 8 8 . 9 5 ㎡

（他に奈良ﾘﾑ先行取得地32, 662 . 56㎡がある〕
雌原富跡地Ⅸ1 7 9 , 7 0 6 . 0 5 ㎡
飛鳥稲洲窓殿跡地8 7 0 . 5 3 ㎡

建物

奈良国立文化財研究所建築改修工事
瓜

６５，８１０，０００
｡ 〃 機械〃1 2 , 3 5 0 , 0 0 0
０ 〃 ｆＥ気〃9 , 0 3 0 , 0 0 0

庁賀

埋蔵文化財センター研修練2 , 7 8 0 , 0 0 0
視聴覚教室外建築改修工事

〃 電気改修工覗5 0 0 , 0 0 0
〃 研修棟建具取設ﾀ ﾄ ｴ 事

２，０００，０００

〃 研修棟空調設1 肺工事
１０，２５０，０００

－６９－

Ⅶ人事異動

（1978年４月１Ｒ～1979年３月31日）

４ｊ］１１１庶務部長に権任小島旗治
辞職服部栄次
庶務部会計課長に昇任金塚男

京都国立近代美術館庶務課長に幅任
杉本光司

庶務部庶務課庶務係長に転任

萩原｜場雄

京祁大学（原子エネルギー研究所庶務
係長）に出向山崎・博
東北大学（文学部助教授）に出I f 1 j

須藤隆

事務補佐員採用

村川恵子・商田久美子

研究補佐員採用

立木修・内田誠

４月５１ｌ飛鳥藤原宮跡発掘調査部考古第二調査
室艮に昇任木下正史

飛鳥藤原宮跡発掘調査部遺描調査室長

に昇任細見啓三
５ｊｊｌｌ－Ｉ庶務部会計課経理･ 係長に配碓換

西田健三

６月１日文部技官採用立木修
９月 3 0 1 1 辞職東野治と
1 0 ) ］１１１埋蔵文化財･ センター情報資料室長に昇

，任岩本次郎

平城宮跡発掘調査部計測修殿調査室長
に昇任田中街雄
庶務部庶務課課長補佐に昇任

主要工事

( 1 ) 施設整備費

飛鳥藤原宮跡発掘調査部遺物収蔵瞳
庇

タト新設工事 4 , 2 0 0 , 0 0 0

飛烏藤原宮跡発掘調査部構内道路

舗装工 7 j ｆ 8 0 0 , 0 0 0

春日野庁舎写場配管工' j ｆ６３，０００

巻日野庁舎所長室照明器具とりかえ工１ｆ
５５，０００

( 2 ) 平城宮跡地等整備費

平城宮跡環境整備昭和5 3 年度

第１期工覗 4 0 , 5 0 0 , 0 0 0

平城宮跡瀧屋便所新設工事5 , 1 6 4 , 0 0 0
〃 〃機械設備エヨ7 1 , 3 1 0 , 0 0 0
〃 〃電気工ﾖ ﾈ 2 2 2 , 0 0 0

昭和5 3 年度藤原宮跡環境整備工躯2 2 , 0 0 0 , 0 0 0
平城宮跡環境整備昭和5 3 年度

範Ⅱ期工覗 3 9 , 0 0 0 , 0 0 0

藤原宮跡制札屋形移設工事4 6 4 , 0 0 0
( 3 ) 建設宥近機地方建設局委任工菰

奈良国立文化財研究所要項

進物

' １ｆ務所
倉川《・収蔵hl f
車 川ｉ
公談室
識錐
‘ I j : 災峯
展示案

覆隈・腿示棟
その他

計
srIi
111 >Ｉ 子夕．」

／蚤 蔚ｉ『１

文化財
；家{ k宅

祥11野

ｒ
７
１
０
０
９
６
一
一
知

、
９
９
２
４
０
８

７
１

1，４４３

統合
移撚地

Ｔ
Ｏ
．

一
一

、
“
一

６

6, 620

､i4城

ｍ ､

820

882

363

192

192

360

518

511

１，

５，

1，

1０，８３８

藤原

姉
畑
恥
”
一
一
位
一
艶
2, 206

飛鳥
盗料館

ｍ２
１５２

９４

４２

８９

４９

６４８

１．６０８

２，６８２

；：
園ロ

階
',蕊
２，４７１

23, 789

198

23. 987



奈良国立文化財研究所年報

萩原陽雄

１０月１日文化庁に出向( 文化財保護部記念物課）
西弘海

１２月 2 8 1 1 辞職束田道代
福原まり花

藤本節子

１月１日文部技官採用佐藤信

１月４日事務補 ‘ 佐員採用牧田道子

２月１日文部技官に転任清田善樹
３月 3 0 日辞職石川信子

立花聡

辻秀人

３月 3 1 日辞職星山晋也

Ⅷ組織規定

文部省設置法抜華
昭和24年法律第14 6号

昭和4 3 年６月1 5 日一部改正

第3 6 条第4 3 条に規定するもののほか，文化庁に
次の機関を置く。
国立文化財研究所（前後略）

第4 1 条国立文化財研究所は，文化財に関する調
査研究，資料の作成及びその公表を行う機関と
する。
２国立文化財研究所の名称及び位綴は，次のと
おりとする。

僑称 位慨

東京脚倣文化財研究所 東京部

奈良岡虻文化財研究所 奈良市

３国立文化財･ 研究所には，支所を置くことがで
きる。
４国立文化財研究所及びその支所の内部組織は
文部省令で定める。

文部省設置法施行規則抜準
昭和2 8 年１月1 3 日文部省令第２号，追加昭和4 3 年６月1 5 日
文部宥令第2 0 号
昭和4 5 年４月1 7 日文部省令第1 1 号，昭和4 8 年４月1 2 日
文部省令第６号，
昭和4 9 年４月1 1 日文部省令第1 0 号，
昭和5 0 年４月２日文部符令第1 3 号，
昭和5 1年５月1 0日文部劣令第1 6号，
昭和5 2年４月1 8日文部省令第1 0号，
昭和5 3 年４月５日文部省令第2 0 号，

第５輩文化庁の附属機関

第４節国立文化財研究所

第２款奈良国立文化財研究所

（所長）

第1 2 3 条奈良国立文化財研究所に，所長を置く。
２所長は所務を掌理する。

（内部組織）

第1 2 4 条奈良国立文化財研究所に, 庶務部, 美術
工芸研究室，建造物研究室及び歴史研究室並び
に平城宮跡発掘調査部及び飛鳥藤原宮跡発掘調
査部を置く。
２前項に定めるもののほか，奈良扇立文化財研
究所に，飛鳥資料館及び埋蔵文化財センターを
置く。

（庶務部の分課及び事務）

第1 2 5 条庶務部に，次の二課を置く。
一庶務課
二会計課
２庶務課においては，次の事務をつかさどる。
一職員の人事に関する求務を処理すること。
二職員の福利厚生に関する事務を処理するこ
と。

三公文書類の接受及び公印の管守その他庶務
に関すること。
四この研究所の所掌事務に関し，連絡調整す
ること。

五この研究所の所掌に係る遺構及び遺物の保
全のための警備に関すること。
六前各号に掲げるもののほか，他の所掌に属
しない事務を処理すること。

３会計課においては，次の事務をつかさどる。
一予算に関する事務を処理すること。
二経費及び収入の決算その他会計に関する覗
務を処理すること。
三行政財産及び物品の管理に関する事務を処
理すること。
四庁舎及び設備の維持，管理に関する事務を
処理すること。
五庁舎の取締りに関すること。

（美術工芸研究室等の事務）
第1 2 7 条美術工芸研究室においては，絵画，彫
刻，工芸品，書跡その他の有形文化財．（次項及
び第３項に規定するものを除く) ，及び工芸技
術に関する調査研究を行い，並びにその結果の
公表を行う。
２建造物研究室においては，建造物及び伝統的
建造物群に関する調査研究を行い，並びにその
結果の公表を行う。
３歴史研究室においては，考古及び史跡並びに
歴史資料に関する調査研究を行い，並びにその
結果の公表を行う。

（平城宮跡発掘調査部の大室及び求務）
第1 2 8 条平城宮跡発掘調査部に，考古第一調査
室，寿古第二調査室，考古第三調査室，遺構調
査室，計測修紫調査室及び史料調査室を置く。
２前項の各室においては，平城宮跡に関し，次
項から第六項までに定める事務を処理するほか
その発掘を行う。

－７０－



奈良国立文化財研究所要項

３考古第一調査室，考古第二調査室及び考古第
三調査室においては，別に定めるところにより
分担して，遺物（木簡を除く）の保存盤理及び
調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。
４遺構調査室においては，遺椛の卿保存整理及び
調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。
５計測修禁調査室においては，辿椛の計測及び
修景並びにこれらに関する調査研究並びにこれ
らの結果の公表を行う。
６史料調査室においては，木師の保存整理及び
調査研究，史料の収集及び調査研究雌びにこれ
らの結果の公表を行う。
（飛鳥藤原宮跡発掘調査部の幽室及び．』f 務）
第1 2 9 条飛鳥藤原宮跡発掘調査部に，考古第一
調査室，考古第二調査室，辿椛調査室及び史料
調査室を侭く°
２前項の各窒においては，藤原宮跡及び飛鳥地
域における宮跡その他の遺跡に関し，次項から
第五項までに定める張務を処理するほか，その
発掘を行う。
３考古第一調査室及び考古第二調査室において
は，別に定めるところにより分担して，遺物
（木簡を除く。）の保存整理及び調査研究肱び
にこれらの結果の公表を行う。
４遺構調査室においては，遺椛の保存整理及び
調査研究，遺椛の計測及び修景並びにこれらに
関する調査研究Mz びにこれらの結果の公表を行
う。

５史料調査室においては，木簡の保存整理及び
調査研究，史料の収集及び調在研究並びにこれ
らの結果の公表を行う。
（飛鳥資料館）
第1 3 0 条飛鳥資料館においては，飛鳥地域の歴
史的意義及び文化財に関し，国民の理解を深め
るため，この地域に関する考古資料，歴史資料
その他の資料を収集し，保梼して公衆の観覧に
供し，あわせてこれらに関する澗査研究及び覗
業を行う。
（飛鳥資料館の館長）
第1 3 1 条飛鳥資料館に，館長を置く。
２館長は，館務を掌理する
（飛鳥資料館の二室及び覗務）
第1 3 2 条飛鳥盗料館に，庶務室及び学芸室をｉｉｌｆ
く。

２庶務室においては，飛鳥資料館の庶務，会計
等に関する覗務を処理する。
３学芸室においては，次の覗務をつかさどる。
一飛鳥地域に関する考古資料，歴史資料，建
造物，絵而，彫刻，典籍，・i l f 文番その他の資
料の収集，保管，展示，模写，桃造，写真の
作成，調査研究及び解説を行うこと。

二飛鳥地域に関する図, I ド，写爽その他の資料
の収集，盤理，保禅展示，閲覚及び調査研
究を行うこと。

三飛鳥資料館の‘ 砿業に関する出版物の編集及
び刊行並びに幣及宣伝を行うこと。

（埋蔵文化財センター）
第1 3 3 条埋蔵文化財センターにおいては，次の
覗務をつかさどる。
一埋蔵文化財に関し，調査研究及びその結果
の公表を行うこと。

二埋蔵文化財･ の調査及び卿保存雛理I こ関し，地
方公共剛体の埋蔵文化財･ 調査関係職員その他
の関係者に対して，専門的，技術的な研修を
行うこと。
言埋蔵文化財の調査及び保存盤理に関し，地
方公共団体の機関その他関係の機関及び団体
等の求めに応じ，専門的，技術的な指導及び
助言を行うこと。

Ｉﾉ ｑ埋蔵文化卿･ に関する情報盗料の作成，収
集，整理，保↑ ¥f 及び調査研究を行い，並びに
地方公共団体の側機関その他関係の機関及び団
・体等の求めに応じ，その利用に供すること。

（埋蔵文化財センターの長）
鋪1 3 4 条埋蔵文化財センターに長を置く。
２前項の長は，埋蔵文化財センターのﾂ 鰐を掌
理する。
（埋蔵文化財センターの内部組織）
鋪1 3 5 条埋蔵文化財センターに，教務室，研究
指導部及び情報資料室を置く。
（教務室の覗務）
第1 3 6 条教務室においては，研修の実施に関す
る事務を処理するほか，埋蔵文化財･ センターの
庶務に関する' j ; 務をつかさどる。
（研究指導部の瓶室及び事務）
第1 3 7 条研究指導部に，考古計画研究室，集落
遺跡研究室，遺物処理研究室，測迅研究室及び
保存工学研究室を股く。
２考古計画研究室においては，第1 3 3 条第１号
から第３号までに掲げる１f 務（他の宝の脈填に
属するものを除く。）をつかさどる。
３集落辿跡研究室においては，集落遺跡に関
し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事
務（遺物処理研究室，測最研究室及び保存工学
研究室の所掌に属するものを除く。）をつかさ
どる。
４遺物処理研究裳においては，遺物の処理に関
し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事
務をつかさどる。
５測量研究室においては，埋蔵文化財の測量に
関し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる
覗務をつかさどる。
６保存工学研究窄においては，遺跡の保存整備
に関し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げ
る事務をつかさどる。

第1 3 8 条惰報盗料室においては，第1 3 3 条４号
に掲げる禰務をつかさどる”

－７１－
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職員（1 9 7 9 年６月１日現在）
所属
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調
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室

史
料
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代
室

氏名

狩野久

工楽善迦
菅原正明
金子裕之
井上和人
上原填人
八幡扶桑
佃幹雄

森郁夫
田辺託夫
方1 1 1 恵二
安川龍太郎
弱淳一郎

狩野久
山本忠尚
岡本東翼
毛利光俊彦
中村友博
立木修

宮本腿二郎
中村雅治
地井伸雄
清水只一

I I 1I l 1哲雄
光谷拓実
加藤允彦
木中典
森葱

鬼頭清明
綾村宏
佐藤信
清田善樹

栢本安臣
木寅忠雄
森田光治
飯田信男
橋本伴子
中村美千代
宍戸雅子
池田千賀枝
吉村司朗
城本きよの
石川千恵子

官職

文部技官部焚

文部技官塞催
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官専門職員
文部技官専門職員

文部技官室・是
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官

文部技官室腿( 取扱）
文部技官主究
文部技官
文部技官
文部技官
文部技宮

文部技官室腿
文部技官
文部技官
文部技官

文部技官窒憂
文部技官
文部技官
文部技官
調炎且（非常勤）

文部技官室艮
文部技寅
文部技官
文部技官

室腿( 取扱）
主在

文部事務官事務縫括〈併任）
文部事務官（併任）
文部事務官（併任）
文部技官（併任）
事務補佐員
事務補佐且
事務補佐員
事務補佐負
技能補佐員
業務補佐員
研究補佐員
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遺跡庭園
遺跡庭園
遺跡庭園

歴史
歴史
歴史
歴史

事務
答術
警術
自動車運転
事務
事務
事務
写典
保安
庁務
公開

所属

■

庶
務
部

州
務
課

会
計
課

研
究
察

美
術
工
芸

建
造
物
研
究
室

歴
史
研
究
室

氏名

坪井清足

小島贋治

真森武雄
萩原陽雄
西川健三
西徹
木寅忠雄
森田光治
岡田博発
信本安臣
八幡扶桑
港悦子
宮本宣代
中川かよ子
中垣睦美
村田恵子

・金塚勇
吉田博次
円高参夫
冬野徹
忠利一
前川正一子
吉田和子
牧田道･ 子
乾敏光
新井耕治
刀谷敏博
中西．建夫
藤本畠；よえ
藤田博子
日高参夫
渡辺康史
奥村末儀
高木博子
大場範子
加藤建夫

田中疑恭
百橋明穂
高川久美子

吉田端
中村雅治
清水真一
光谷拓実
松本修自
福山敏男
福田幸子

田中稔
毛利光俊彦
綾村宏
川越俊一
今泉隆雄
岩本正二
堀池春峰

官職

文部技官所艮

文部噸務官部民

文部事務官課災
文部事務官課堤補佐
文部事務官庶務係長
文部事務官
文部兼務官警務貝艮
文部事務官瀞務蔵
文部事務官警務貝
文部事務官専門貝
文部技官専門職員( 併任）
事務補佐貝
事務補佐員
事務補佐貝
事務補佐員
蔀務補佐貝

文部堺務官諜提
文部事務慣課長補佐
文部覗務官課艮補佐
文部事務官経理係: l を
文部事務官
事務補佐負
1 f 務補佐員
事務補佐員
文部事務宮川度係腿
文部事務官
文部車務富
文部技官
事務補佐貝

雛難鵬”
文部技官（併畑
事務補佐員
事務補佐貝
文部張務官卑門職員

諜憂
課長補佐
課艮補佐
経理係: l を

文部技官宅艮
文部技官
事務袖佐員

文部技官室足
文部技官（併任）
文部技官（併任）
文部技官（併任）
文部技官（併任）
調任員（非常勤）
研究補佐員

文部技官室長( 取扱）
文部技官（併任）
文部技官（併任）
文部技官（併任）
文部技官（併任）
文部技官（併任）
調在員（非常勤）

室長( 取扱）
( 併 任）
( 併任）
( 併任）
( 併任）
( 併任）
( 非常勤）

当

人聯
平城菩備
､ ド城警備
詩備
平城覗勝
写典
庶務
図111: 資料
図i 1F費料
図. 井資料
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氏名官職

賭熊兼勝文部技官
天脇潔文部技官
淵村広志文部事務寅
藤沢一夫溌蕊員

I Y 1 i i I 輪文部技. 官

識井弘… 波部事務官
小林雅文文部議務官
竹島弘葵事務補佐員

田中琢文部技官

松沢亜生文部技･ 宮
岩本圭補文部技官

催原！ < 文部技官
山崎信一文部技官

町田
激ljＩ
沢田

識文部技官
鯉係文部技官
正昭文部技. 富

永企敬減文部技官
誉ボ正．文部技官
伊束大作文部技官
西村際文部技官

瑛原啓示文部投営啓示文部技営

伊東太作文部技雷
沢剛正照．文部' 技官
西朴・康文部技富

溌本ざ次郎，文部擬
山中敏史文部技

宮
富

室長

( 非常勤）

七￥ター長

室長

部長

室長

室長

塞長

（併艇）

室長

( 併任) ｜
( 併任）

室長

主任研究富
主任研究官
王任研究富

室握
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考古。
保存科学
保存科学

響古測驚’
測鋤
考古測簸

遡跡庭畷

測最
保存科学
潅古測批，

歴史
考宵
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室

飛
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■

庶

一一も

務
室

氏名官職

| 工藤圭章文部技宵部長｜
佐藤興治文部技官室長考油
川越俊一文部技官考占
西 ｢ １寿維文部技官考古
井上直夫文部技官写典

木下正史文部技憎室長考古｜

義蕊灘毒朝
耀麓蕊溌蕊長警謂｜
土脳拳文部技官港古

藤難“ “ ' 悪｜
松木修目文部技官建築
小林潔一文部技官考古

加藤建爽文部事務官勤鋤篭蒲柵卿聖掘務
大西砿文部蕊務復（併優）事務
塙芥幸子事務補佐員蕊務
稲垣鱗正技能補佐員鋤 ] 拠騒
幾月正治談龍補佐員保安
宮川伴予研究輔佐員資料雛理
広 : 瀬雅信研究補佐員考古
内田識研究補佐員考古
雛雄二研究補佐愚考古
盛総雄：研究揃佐員考古

坪井満足文部技官館長取扱〉

森口節之文部事務官裳長駕務
大西錐文部零務鴬事務

繍繊灘溌鶏, 縦j 藍
米田一一Ｚ特務員誉徹
寺旧千遡子事務補佐風事務
吉村郁子事務補佐員蕊務

瀞懲繍 : ：憧難
職徽¥難雛：|鴬裟

担当


